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北極気候 システム研 究(ACSYS)につ いて
小 野 延 雄
1991年6月10日から15日にかけて,ド イツ連邦共和国
ブレマーハーフェンのアルフレッド・ウェゲナー極地海
洋研究所において,「北極気候システム研究」の ワーク
シ ョップと,気 候変動国際協同研究計画(WCRP)の第
5回 「海氷と気候」作業委員会(WGSI)が開催 され,世
界気象機関(WMO)に招聴されて出席 した.
「北極気候 システム研究(ACSYS　:　Arctic　Climate
Syste皿Study)」は,国 際学術連合(ICSU)とWMOの
WCRP合同科学委員会(JSC)と,政府間海洋学委員会
(IOC)と海洋研究科学委員会(SCOR)の「気候変動 と海
洋」委員会(CCCO)との共同提案になる研究計画である.
1990年12月に ドイツ連邦マインツ市でACSYSの準備
の臨時ワークショップが開かれて,気候に関わる北極域
の役割の研究の必要性 をまとめた提案書が作成 された.
この提案は1991年3月に ドイツ連邦ブレーメン市で開か
れた第12回JSC会議で討議 され,　WGSIが中心となっ
て研究計 画の骨子 を検討することとなった.今 回の
WGS[会議では,主 要研究課題の問題点を検討 したの
ち研究計画沓の起草委員を決め,計画書を年内にまとめ
て1992年3月にバ ンクーバーで開かれる第13回jSC会
議に提出することとなった.そ こで研究計画が承認 され
れば,　ACSYSの研究推進グループ(SSG)を発足させて,
1990年代後半の実施に向けて研究計画の推進に当たるこ
とになる.
地球の気候の季節変化は,地球の公転面に対する地軸
の傾きが原因である.地球の軌道や太陽放射には大 きな
年々変動が見られないにもかかわらず,地 球の気候に数
年程度の顕著な年々変動が現われる原因はまだ明らかに
なっていない.地 球の気候は,低緯度地方と高緯度地方
の温度差を解消するように動く大気と海洋の大規模な循
環によって形成され維持 されているが,極 域は気候形成
に冷熱源としての重要な役割を演じている,数値実験の
結果によると,温室効果ガスの増加による地球温暖化の
影響は,北 極域に最 も速 く,最 も大きく現われる.地 球
温暖化の結果として,南 極大陸やグリーンランドの氷床
が融解すれば海面の上昇を伴い,ま た,永 久凍土の融解
が進行すれば大気中に多量のメタンガスを放出 して温暖
化を加速するので,元 に戻れない環境変化が引き起 こさ
れるのではないかと憂慮されている.そ の兆候を北極域
で捉え.監 視することが課題 となるが,気 候の年々変動
も極域に大きく現われるの・で,年 々変動の大 きな振幅に
隠される長期 トレン ドをいかに抽出できるかが鍵 となる.
長期的な気候変動では,極域海洋における深層水生成が
海洋循環を支配 して気候形成に深 く関わり,北極域から
大西洋へ流出する海氷や河川流入水による低塩分海水が
深層水生成過程に重要な役割 を果た している.　ACSYS
は,こ れらを主要な研究課題として含み,北 極域の大気
一}毎洋一雪氷問の相互システムとして捉えて,気候変動
のメカニズムを解明 し,気候の長期変動 を把握しようと
する研究計画であり,近年の北極科学研究の国際協同の
動きの中で実現の可能性が考えられるようになったもの
である.
(筆者:国 立極地研究所北極圏環境研究センター畏)
南極でぜひ本格的な氷の建築を
半 貫 敏 夫
南極でなければできないものの一つがこれである.北
海道東海大の粉川教授,観 測協力室の石沢技官 らと 「共
同研究」でこの問題の検討を始めた.氷 の建築にはいろ
いろなアプローチの手法があるが,現 地に持ち込む資材
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が少なく,少人数で短期間に作 り.ヒげられ,し かも数年
は安心 して使えるとい う要求を満たす ものは,さ しあた
り,空気膜構造を型枠 としてその表面に雪 または水を吹
き付けて整形するシェル構造であろう.
旭川での粉川教授グループによる 「アイスシェル」の
製作現場見学 を経て,南 極での実現の可能性を直感した,
行動力あふれる石沢技官が,と りあえずこれと同じ方法
で 「あすか」にアイス ドーム試作を提案 して準備に掛か
り.32次隊として 「あすか」越冬中の本年5月,つ いに
直径10m,高さ4mの アイスドーム試作第1号 を完成 さ
せた.
これと並行して極地研究所で留守を守る我々のグルー
プは構造安全性の観点からシェルの形にこだわり,自重
に対 して最も安定 した形の半球 ドームを対象にして,低
温室での模型実験,構 造解析等 を行ってきた.こ れまで
の検討から,-20℃以下の環境では型枠に放水するだ
けで氷のシェルターが造れること,建設時の水管理(給
水最の確保およびせっかく造った水が必要な時間だけ凍
らないように管理すること)が重要なことが確かめ られ
た.今 後の課題は,ド ーム周囲に ドリフ トが付いた場合
の不同沈下対策,温 度に敏感なアイス ドームの日射から
の保護,内 部空間の使用に伴 う温度上昇に対する強制換
気 システム等を検討 して,う まい解決策を見いだすこと
である.
(筆者:日 本大学理工学部助教授,国 立極地研究所客員
助教授)
思い出の 「みずほ基地」再訪記
阿 部 豊 雄
4日に1回の食事当番,当 番の前 日 「お嫁に行っても
こまらない本」等の料理の本を開きメニューを考える.
そ して材料の準備,肉 や野菜を必要分 〔4人分)だけ鋸で
切 り解凍する.翌朝起 きてお湯を沸かし御飯を焚く.圧
力釜から勢いよく蒸気が噴き出し,あの御飯の香りが居
住棟内に満ちる.朝食に味噌汁の 「ゆうげ」を用意 し,
クラシック音楽を流す.そ して,基地内はもちろん聞 く
人のいない外のスピーカーもスイッチを入れて 「みずほ
基地住人の皆様おはようございます.朝 食の用意がで き
ました!J.髭面の3名 が2段 ベ ットのそれぞれか ら起
きあが り,そのままテーブルに着 く.か くして,みずほ
基地の一 日が始まる.共 同作業で,飲 料水 ・お風呂の水
筆 を作るため,羽 毛服に身を固め鋸とスコ ・ノブを手に雪
ブロックの切 り出しを行 う.切 り出した雪ブロックは発
電気室の前に積む.そ こにはエンジンの余熱 を利用する
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造水槽のあるところ,そ して隊員仲間では有名な 「みず
ほ温泉」である.みずほ温泉は雪洞の中に浴槽を置いた
素朴なお風呂で,頭 を洗い湯船 に浸かって温まっている
問に洗ったばか りの髪の毛はコチン,バ リバリに凍って
しまう.しか し,そこには湯気でみごとに成長した霜の
シャンデ リアが.雪 ブロックを切 り出した雪洞は,太 陽
光線によって神秘的な青色をおび,紫 御殿に変わり雪氷
観測等の観測室や倉庫に生まれ変わる.共 同作業終 了後
は各自担当の任務につ く.当時の私の仕事は,電 離層 ・
地磁気 ・オーロラ観測であった.オ ーロラ観測はスケ ッ
チしてその動きを記述する.ス ケッチシー トに地ふぶ き
が降 りそそぎ鉛筆がかすれる.ごつい手袋で雪を払い,
眉毛 ・まつげ ・髭についたッララをぬぐい,ま た,乏 し
い表現力でオーロラの乱舞を記述する.このような暮ら
しを4カ 月|IIJ送った 「みずほ基地」の生活は14年前で第
18次観測隊のことである.(なお,同 基地は第28次隊以
降無人基地となっている.)
夏の建設作業が終わり気象部門の新規計画であるとこ
ろの紫外域 日射量を含む放射観測関係の立ち.ヒげ作業を
行っていた3月27日,日頃忙 しい藤井隊長(14年前みず
ほ基地で共に生活を送った)がめずらしく気象棟に遊び
に来て曰く 「夏のみずほ旅行で出来なかったブルドーザ
の牽引テストをかね ドーム計画で使用する燃料をみずほ
基地に輸送するため.当 初予定のなかった秋旅行をする
必要がある.5月 止句に昭和基地出発の予定で計画を作
成 した.つ いては,君 にリーダーとして行って欲 しい.」
と.寝耳に水,夢 想だにしなかったみずほ旅行.あ の懐
しいみずほ基地へ/'胸 涌き血踊る.イ や血涌き胸踊る
とはこのときの胸中を表現する口業であろう,しか し,
まだ定常気象観測は軌道に乗っていない.み ずほ基地に
膨らむ思いと後ろ髪引かれる思いが葛藤する.み ずほ旅
行に出た場合,後 に残って苦しい思いをするのは岩本,
稲吉,青野の3隊 員である.翌 日,気象4名 で ミーティ
ングを行う.恐る恐 る隊長からの要請を話す.話 を切り
出したものの,心 の奥底に 「みずほ基地を見れるのは最
後のチャンスかも知れない.あ の楽しかったみずほ基地
をもう一度見たい」 との願望が渦巻一人気まずさに沈む.
しかし,3隊 員から閉口と同時に帰ってきた言葉は 「行
ってきたら,昭和基地の気象観測は我々が維持するよ」
であった.こ のとき抱えている作業量を考えた場合,決
して快 く出せる状態ではないのだが.う れしい,実 にう
れしい.こ の言葉にi†えて良いだろうか.　WMO地 上放
射観測網の1地 点となるための立ち上げ作業,地上気象
観測,高層気象観測,オ ゾン観測,特 殊ゾンデ(オゾン,
輻射)観測,野 外行動に対する天気予報 とセスナ ・ピラ
タスに対する航空気象のサポー トがある.彼 らはこれま
で精力的に基地オペ レーションのための金貝作業と気象
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定 常 業 務 に寝 食 を忘 れ 働 い て くれ て い る.こ れ まで の疲
労 の 蓄 積 を考 え る と….結 局,こ の さい甘 え よ う と 自分
の 欲 望 に 走 る.5月3日 出 発予 定 で あ っ た みず ほ 秋 旅行
は,衛 星 か ら来 た情 報 で 定 着 氷 の 後 退 が認 め ら れ た こ と
か ら1週 間 早 め,4月26日 昭 和基 地 出 発 に 変 更 とな った,
4月26日8時15分,気 温 一21℃,風 速0.8m/s,風穏
や か で 快 晴,絶 好 の旅 立 ち の 日.朝 日 を浴 び,隊 長 は じ
め 多数 の 仲 間が 見 送 るな か 雪 一ヒ車 に 乗 り込 む.機 械 担 当
隊 員 の チ ー フが 無事 の 旅 行 を願 って 日本 か らは る ば る持
って きた 貴 重 な1升 びん の 封 を切 りお清 め を して くれた.
前方 に輝 く朝 日が まぶ しい.8時50分,ク ラ ク シ ョン を
目い っぱ い 鳴 ら しア クセ ルペ ダ ル を踏 む.ア クセ ルペ ダ
ルに 乗 せ た 脚 に思 わ ず 力 が 入 る.片 道 約300km,往復
600kmの雪 上 車 旅 行 が ス ター ト し た.周 囲 に林:・〉二す る
氷 山 を横 目 に海 氷 上 を大 陸 に 向 か う,海 氷上 を走 る こ と
66分,南 極 大 陸 の 玄 関"と っつ き岬(1.1本隊 が 使 用 して
い る 大 陸 へ の.ヒ陸 地 点)"に 斎 く.そ して.み ず ほ旅 行
の基 点S16に到 着 したの は11時45分で あ った.昼 食 を と
った 後.今 回 の 旅 行 の 最 大 目的 で あ る ブ ル ドーザ 牽 引 テ
ス トの準 備 作 業 に 取 りか か っ た.雪.ヒ 車2台,ブ ル ドー
ザ1台,燃 料 ドラ ム 等 を搭 載 した 観12台の旅 行編 成 を終
え てS16を出 発 し た の は,翌2711の15時,南 極 の 秋 の1β
い 夕 闇迫 る こ ろで あ った.往 路 は ブル ドーザ 牽 引 テ ス ト
の た め しば し ば機 の 編 成 を変 え る必 要 が あ った.そ り編
成 変 え の 都 度,牽 引 ワ イヤ を接 続 して い る シ ャ ック ルの
取 り外 し取 り付 け を行 わ な けれ ば な ら ない.シ ャ ック ル
が 牽 引 中 の 不 均 一 な力 で歪 んで い た り,凍 り付 い て い た
りで ネ ジが 回 らず か な り 辛い作 業 であ っ た.風 速10メー
トル,気 温 一30°C～-40℃の 中 で の 作 業の た め 短 時 間
で 指 の 感 覚 が 無 くな り.顔 の色 が 白 くロ ー ソク色 に変 わ
っ て くる.
雪.ヒ:Ll,:は,大雪 原 に 道 路 標識 代 わ り に約500m間隔 に
立 て られ た 旗 竿 と所 々 に 置 か れ た ドラム 缶 を目 当 て に,
ル ー ト方 位 表 旗 番 号,次 の 旗 竿 の磁 方 位,距 離 等 を 記
入 した もの)に 従 って 走 る.以 前 は ハ ン ドベ ア リン グコ
ンパ ス で雪 上 車 の 進 路 を定 め 進 ん だ が,今 は レー ダー を
使 って ル ー ト上 に設 置 され た 反 射 器 を捕 え つつ 走行 で き
る よ うに な った.し か し.ブ リザ ー ドや ホ ワ イ トア ウ ト
(地面 及 び 空 か ら光 が 一 様 で 真 っ 白に な り,地 面 の 凹 凸.
地 面 と 空 の 区 別 が 出 来 な くな る 現 象)の と きは30m～
50mま で 近 づ い た は ず の 赤 い 旗 や ドラ ム 缶 が 判 らず,
そ れ を探 す の に1時 間以 上 もか か って1日 の 走 行 距 離 が
わず か数 キ ロ メ ー トル だ った り,一・歩 も進 め ず に 停 滞 を
余 儀 な く強 い ら れ る こ と もあ っ た.南 極 晴 れ の 日は,白
い雪 原 と空 の青 さが 遙 か 彼方 で 雪 平 線 に よ っ て二 分 され,
ル ー トを示 す旗 竿の 赤 旗 が遠 く まで 見 え,雪 上 車 の エ ン
ジ ン音 の響 き心 地 よ く,バ ック ミラ ー に低 くな った 太 陽
が映 り前方には月が輝 く,音痴の私でもつい口ずさみた
くなるような気分爽快な雪上車での旅である.5月3日,
このような素晴 しい好天の日,思い出多いみずほ街道の
中でも印象深い地点を通過 した.こ のとき,湾上〕巨のア
クセルペダルを踏みつつ時々テンパー(走行レバー)に手
をや りなが ら次のようなメモを残す.「右手遙かに思い
出のAl(第18次隊のとき設置 した無人観測装置,今 は
無い)を思い浮かべつつみずほへの道を急 ぐ.後方には
雪上車SM521の勇姿,そ の遙か後方にプルから吹 き出
すエンジンの排気がたなびく.ア クセルを踏む足に余裕
あ り,斜め後方からはかなり低 くなった太陽が照 らし,
進路前方の旗竿はこの光で輝き.ル ー トを示す ドラムが
前方で我 らを招いているかのごとく立っている.こ のよ
うな機会を'チえて くれた隊長に感謝.」
|lli和基地を出発 して151111の5月10H,ルー トの両側
に立ち並ぶ ドラム缶の誘導路を1}」吋1:が進む.そ して11
時45分,地ふぶき舞う 「みずほ基地」に到着.第20次隊
が建設 した30m観測 タワーがそびえ立ち,無 人観測装
置等が増えたが紛れなくあの 「みずほ基地」の景観であ
る.「我今日ここにあ り」と絶1叫したい衝動にかられる.
あのアンテナは リオメータの.あ のアンテナはHF,
VHF,14年前の記憶がよみがえる.そ してみずほ基地
の看板と出人日を捜 し回る.あ った,あ った14年前と1,i]
様ベニヤ板で誰 された出人日が.早 くこのベニヤ板を開
けて基地内に入りたい.そ のベニヤ板に手をかけたが持
ち上げることなく表面をなでで 「.ヒ車に戻る.ま もなく
ブル ドーザが到着.握手を交わし往路での 互いの 苦労 を
ねぎらう.そ して,雪 上11〔,ブルドーザが引いてきた極
のデポ作業にとりかかる.権のデポが完了 したころには
すっかり暗くな り,飛雪 も高くなって視程悪 く,も う基
地内に入れる状況にはなかった.雪 上Lドのキャビンで夕
食の準備をしながら4名で缶ビールの封を切り,目的の
「みずほ基地」到着を祝う.そ の顔には,気 温一47.5℃
の中での作業で凍傷にかかり,名誉?の 痕跡 を残す隊員
もいる.目 的地に着いて安堵感も手伝い心地よい酔いに
浸る.早 く基地内を見たい.中 はどの様に変貌 している
であろ うか,恐 しい気持 ちもある.気 温 一40℃,風速
8m/sのみずほ基地に止めた雪上車の中で,14年前の
基地内の配置を思い起こしつつシュラフの中で微睡む.
翌朝,風 速7m/sとさほど強 くはないが地ふぶきが
あって視税が悪い.201本雪尺測定,基 地にデポしてあ
る燃料 ドラムの確認等今回の秋旅行に課せられた作業を
終え,基地の トビラを開き,懐中電灯の明 りを頼 りに急
勾配の雪の階段 を降り中に入ったのは11時50分であった.
この階段,こ の出入口を確保するため,ほ とんど毎 日飛
雪との闘いであった.オ ーロラ観測のときも,モ グラ同
様ベニヤ板を持ち上げて空を仰いでスケ ッチしてはまた
3
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ベニヤ板で蓋をして もぐる.そ してまた顔を出す.階 段
を降 り立った目の前に,14年前我々第18次隊を迎えるた
めに第17次隊の隊員が用意してくれた歓迎の看板が懐中
電灯のスポットライトに飛び込んで来た.17,18の文字
は消 されて再利用されているが,青 地の板 に発泡 スチ
ロールをくり抜いて作った文字が白 く鮮やかに映えてい
る.感動の一瞬であった.当 時の第17次隊の4人 のサム
ライの顔が浮かぶ(そのときの隊員の.一人であった巻田
隊員は,今 回,越冬副隊長として 「あすか観測拠点」で
活躍 されている).この看板 を見た瞬間 タイムラグは消
えた.勝 手知ったるわが家である.曲 りくねった雪洞の
中を居住棟へ と向かう.が,お や,こ んな所に見慣れな
い部屋が.そ れは,第22次隊で設置された医療棟であっ
た.僅 か10メー トル歩いたメイン通路に時の経過を感じ
させられる.こ の扉に手をかける事なく,まっすぐ居住
棟へ.居 住棟の入り口にはあのときの表示板が取 り除か
れることなく残っていた.ド アの取っ手を引き中に人る.
懐中電灯で様子を探 り,ジ グソウパズル同様.口 に飛び
込んで きたものを頭の中で組み立てつつローソクに火を
灯す,そ して.断片的であった室内の様子がほのかな明
りに照 らされ浮かび.ヒがって来た.14年の年月を経ても
末だ健在で当時そのままの物 もあるが,あ ちこち捜して
もその所在が確認出来ない物 もある.次 いで観測棟.天
然冷蔵II匡の食料庫 ・装備庫,雪 氷コアのボーリング場,
非常食 ・非常装備品置き場であったコルゲートハウスを
見て引 き返 し,わが城であった基地出入口近 くの超高層
観測小屋を覗 く.そこにはオーロラ ・電離層警衛空の電
波現象を観測 し記録する装置 ・観測器等が所狭 しと設置
されていた部屋であるが,ド アを開けてビックリ,視線
とどまらず.当 時あった観測装置は全て撤去され和室 と
化しただ一・室の空間があるのみ,雪 洞内の昇華凝結と周
囲からの圧力で狭 く低 くなった雪洞通路をはうようにし
て進み,発 電機室,造 水槽,み ずほ温泉のある方へと向
かう.発 電機 はスイッチONの 瞬間を時遅 しとじっと
待っているかのごとし.基地活動の再開と同時にたのも
しいエンジン帝を響かせ,明 りをともし,暖気を送り基
地内に息吹を吹 き込む機会を伺っているかに感じられた.
みずほ温泉に掛けられた山口百恵のパネルは健在であっ
た.-30℃近い雪洞で衣服 を脱 ぎ浴槽に入る.身体が
温まってきたところで浴槽から出て素早 く頭や身体を洗
う.そ してまた,このパネルを眺めつつ,エ ンジン音を
BGMにお風呂につかる.身体が温まる前に洗ったばか
りの頭髪は凍 り始める.お湯が熱いときは浴槽から手を
伸ばして側に積んだ雪ブロックを取って入れる.お風呂
に浮かぶ氷山である.「おい,湯 かげんはどうだい』 と
後ろで声が したような.お風呂場で入浴のことを思い出
して身体のほてりを感 じ紫御殿へ向かう.雪 ブロックを
切 り出して作った部屋は当時よりかなり増えていた.雪
ブロックを切 り出し適当な広さになったところで別の箇
所を掘 り始める.そ して順次観測室や倉庫が増えて行く.
どの部屋も灰色おびたぼんや りとした明るさのみで,あ
の当時のあの鮮やかなi!i'々とした紫色の部屋が見つから
ない.南極の秋 も深まり太陽高度が低 くなって光線が透
過 してこないためであろう.おそらくそうだ.そ うに違
いない.白夜の夏ならあのすばらしい紫色の満ち満ちた
雪洞が見られたであろうに.垢1}住棟,観 測棟の ドアの取
っ手は雪の重みで閉 り難 くなり,また雪洞通路 も周囲か
らの雪の圧力でせ まくなってすっかり無人基地と化 した
姿をまのあた りにし.一抹の寂 しさがよぎる.
基地内を散策すること約2時 間.長 かったような,瞬
間の出来事であったような.タ イムカプセルに蕎をし,
忘れていた昼食を熱い思いで食べて,みずほ基地を後に
したのは15時半であった.す でに太陽が沈み随ふぶき舞
う 「みずほ街道」を.第33次隊か ら本格的に始 まるドー
ム計画で,再 びこの基地が脚光を浴びそ してよみがえり
活気を取 り戻すことを念 じつつひた走る,昭和基地に帰
投 したのは5月18日.23日間の雪1上車旅行は生涯忘れ得
ぬなんとすばらしい,思 い出深い旅行であったことか.
(筆者:第32次昭和基地越冬隊貝 ・気象担当)
第14回極域気水圏シンポジウム
.1'.記シ ンポ ジ ウム は7月9日(火)・10日(水)の2日 間,
国'、ンニ極 地 研 究 所6階 講 堂 に お い て 開 催 され た.講 演 発 表
数 は73件で,そ の うちri頭発 表 が40件,ポ ス ター 発 表 が
33件で,参 加 者 は海 外 か らの2名(韓 国1,ド イツ い を
含 め.147名で あ った.211間 の開 催 期 間 に対 して 講演
申 し込 みが 多 数 あ っ た.そ こ で,十 分 な 発 表時 間 を 確保
し,且 つ 全 て の発 表 を 期間 内 に 行 うた め に,昨 年 と 同様,
約 半数 を ポ ス ター発 表 形式 に した.
初 日の午 前 は衛 星 画 像,オ ゾ ン,海 洋 ・海氷 を テ ー マ
と した 発 表 が行 わ れ た,現 在,地 球 環 境 問 題で 必 ず 話題
に な る オ ゾ ンホ ー ル現 象 を 明 ら か にす る た め.各 国 で極
域 観 測 が 強 化 さ れ て い る.日 本 南 極 観 測 隊 で はACR
(南極 域 にお け る気 候 変 動 に関 す る総 合研 究 計1曲Dの一 環
と して,実 施 され て い る 「しらせ 」 船 上 オ ゾ ン観 測 で こ
れ まで 得 ら れ た4年 間 の貴 重 な デ ー タを も とに 中緯 度 か
ら南極 まで の 夏 季 オ ゾ ン分 布 が 報 告 された.併 せ て 昭 和
基 地 に お け る オ ゾ ン ゾ ンデ 観 測 の結 果 も報 告 され た.海
洋 ・海 氷セ ッシ ョンで は船 上 ビ デ オ海 氷 観 測 お よ び31次
越 冬隊 に よ る リュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 海洋 海 氷 観 測 の 概 要 な
ど が紹 介 され た.午 後 はポ ス タ ー 発表 が 行 われ た.前 半
は 大気 微:ll職分 ・エ ア ロ ゾ ル,オ ゾ ン,海 洋 ・海 氷,気
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象 ・雪氷観測の各セ ッシ ョン,後半 は衛星画像 ・レー
ダー観測,堆 積環境 ・氷床変動.コ ア解析,成 層圏 ・気
候の各セッションに分け,そ れぞれ90分間の発表時間内
で活発な討論がなされた.特 に海氷 ・海洋には9件 と多
数の発表があり,31次隊の観測結果が速報として紹介さ
れた他,北半球の海氷変動に関する研究発表もあり,近
年,極域の海洋研究に対する関心の高まりがうかがえる.
また,グ リーンランド氷床コアの貴重なサンプルから過
去の大気環境変動 を探る研究は南極氷床コアの解析結果
と比較する上でも重要である.ポ スター発表では発表者
と聴衆との間で自由な,突 っ込んだディスカッションが
できるという利点があるが,発 表者が同 じ時間帯の他の
発表を聴けないという不都合なlfliもある.今 後,ポ ス
ター発表の方法を検討する必要があると思われる.
2日目はまず大気微i■Vjk分・エアロゾル,気 象 ・雪氷● 観測に関する発表があった.こ こで も越冬観測,そ して
32次隊夏に行われたポーラー ・パ トロール ・バルーン観
測の結果が早速報告された.ま た雪氷表面に生息する微
生物が雪氷の賢婦収支に影響を及ぼす"∫能性について指
摘 したユニークな研究発表もあった.午 後は結晶,堆積
環境,コ ア解析,気 候のセッションで,野外観測,室 内
実験 と幅広い内容であった.氷床コアから過去の気候を
復元する研究が行われている中でも,ウェッデルポリニ
ア出現時の影響がコアに記録されていることを明らかに
した興味深い研究が紹介された.こ のシンポジウムで発
表された研究は後日プロシーデ ィングスにて出版される,
第33次南極地域観測隊員決まる
今秋11月1411出発する第33次南極地域観測隊53名〔越
冬隊37名,夏隊16名)のうちすでに決定 している隊長,
副隊長を除 く隊員46名及び外国基地派遣者2名 が,6月
22月に開催 された南極地域観測統合推進本部総会で決定
され,同 日発表された.残 る5名及び外国基地派遣者1
名については,現在選考中である,
第33次隊は,例年通 りの定常観測のほか,研 究観測と
して,領 空系の 「ポーラーパ トロール気球による超高層
k気の観測(3年計画2年 次)」,気水圏系の 「氷床 ドー
ム深層掘削観測計画(5年計画1年 次)」,地学系の.「第
H期束クイーンモー ドランド地域の雪氷 ・地学研究計画
〔8年計画4年 次)],生物 ・医学系の 「海氷圏生物の総
合研究〔5年計画1年次)1等を実施する.
また,設営llliでは,「Hl{和基地整備計画(8年計tltSi　l年
次)」として,従 来分散 していた,隊 長室,庶 務室,通
信室等の中枢機能及び食堂,娯 楽室,医 務室等の生活機
能を集中化し,基地の中心的役割を担 うと共に,基地生
活 の 向 上 を 図 る た め の 「管 理 棟(3階 建,
721.61m2)」を建 設 す る.
研究所出版物
総床面積
Proceedings　ofthe　NIPR　Symposium　on　Polar　Biology
No.4,193p.Marchl991
JARE　Data　Reports
　 N(,.　160　(Seismology　24):　Seismological　bulletin　of
　 　 Syowa　Station,　Antarctica,　1989,　by　K.　Kaminuma
　 　 and　H.　Murakami.　66　p,　January　1991.
　 No.　161　(Oceanography　ll):　Oceanographic　data　of
　 　 the　30th　Japanese　Antarctic　Research　Exl)edition
　 　 from　November　l988　to　March　1989,　by　S.　Ikeda
　 　 and　K,　Matsumoto.　40　P.　March　1991.
　 No,　162　(Marine　Biology　l8}:　Zooplankt【)n　data　c`)1・
　 　 lected　with　BIOMASS　 I)rogramme　at　Syowa　Sta.
　 　 tion　in　1982　by　JARE・23.　H.　"NIPR-「'　samples:
　 　 Stn.　3,　by　A.　Tanlmura,　M.　Fukuchi,　H.　Ohtsuka
　 　 alld　T,　Hoshiai.　275　p.　March　l99L
　 No.　163　(Terrestriu|　Biology　2):　Micr《)climate　data
　 　 measured　at　mmanned　 observatlon　station,　the
Yukidorl　V汕ey,　 Langhovdぐ、　 Antarctica　in
　 　 1988-1989,　by　S,　Ohtani,　H.　Kanda　and　Y、　Ino.
99p.March1991.
　 No　 164　(Meteorok)gy　25);　Meteorulogical　data　al
　 　 Asuka　Station,　Antarctica　inl989,　by　S.　Meshida.
　 　 N.　Azuma,　A.　Yukimatsu　and　T.　YamanouchL　llO
P.March1991.
　 N`,.　165　(Meteorology　26):　Antarctic　climatc　research
　 　 data,　Part　3.　Radar　and　microw"ve　radiometer　data
　 　 at　Syowa　Station,　Antarctica　in　1989,　by,　H.
　 　 Konishi　and　M.　Wada.　lll　p.　Marcb　l991、
　 No.　166　(Meteorology　27);　Antarctic　climate　research
　 　 data,　Parl　4,　37　GHz　micr(,wave　radiometcr　data　in
　 　 l987-1989　and　shortwave　and　longwave　tadiation
data痂1988　at　Syowa　Stution,　by　M.　Wada,　T,
　 　 Yamanouchi　an(l　H.　Konishi,　82　p.　March　l991.
　 No,　167　(1(mosphere　43);　Records　〔}f　radio　aurora　at
Syowa　Station,　Antarctica　in　l989,　by卜1.　Maem
　 　 and　S.　Yamam`}to.　42　p,　March　l991.
　 No,　168　(Ionosphere　44);　Riometer　ecords　{,£.　30MI{z
　 　 cosmic　noise　at　Syowa　Stution,　Antarcticft　in　l989,
　 　 by　H.　Mueno　and　S,　Yamamoto.　184　p.　March
1991.
i　No.　169　(Upper　Atmosl)here　Physlcs　8);　Upper
極 地 研 二.'r.一 ス10・1
ntmosPherぐPlユysics　〔|ata,　Syowa　 ;II]〔|　iXsuktL　Sta-
tk}ns、　 1988,　by　 M.　 SatO,　K.　Uchidit,　O.　Snkn,　K、
Yailuaguchi.　S.　Iguc・11i、　[.　Aoki　and　lL　Miyaoka.　212
P..Murc'h1991.
iXntnretic・Geo1(}giぐal　M p Series
Sheく・t　[S1:　Bnl〔・henfjc・Ua、　 レ100000　 with　(・xpla【ualory
　 tc'xt.　by　M、　Asami,　II.　M≡1kimoto,　ES.　Gr〔・w、　 Y.
Os川Uti,　Y.　Takahashi,　N.　Tsuchi}・iL、　Y.　Tain【}sho
　 　 alld　K.　Shiraishi.　14　P.　with　8　PL　Mar(・h　l991.
Antarctica:　E:Lst　Qucul　 Mau〔1　 Land,　 Ellderb、・　 Land
(]lacio]ogit・三d　Folie
Sheet　l:　Ice　shぐet　s.　ur「nce,　by　Y.　Agvt;t、　F.　Nis|1iO,　Y、
　 　 FLZjii　and　K.　Meri"'itki.
　 Shcct　4;　Sn〔}w　surfa(・e　feaulres、　by　T.　Furukawa,　Y.
　 Fujii　md　 (},　Wat≡mabe.
Speviibl　Map　 S℃ries　of　Natiolla日nstituk・　of　Iコ"lnrR{・.
scarぐh
No.　5:　Antarctic　Geos〔・iences　T「ansく・〔・ts　QML.IA　 alld
　 　 lB,　by　K、　Kaminul1M.
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第33次隊 夏期 総 合、」11練参〃11者.
第33次南極地域観測隊の夏期総合訓練
第33次南 極 地 域 観}貝1]隊の 夏期 総 合 訓練 は,福 地 隊 長以
卜.,関係 者65名が 参 加 し,長 野 県 の文 部 省 菅平 高15(体育
研究 場 に お い て,6月24H～6月28日 まで の5[1問 に わ
た って 行 わ れ た.
この 夏期 総 合Jll練で は.観 測 隊 σ)任務 と して遂 行 す る
、11.画等 に つ い て,隊 員 各 自 に 目覚 を求 め,ま た,　tlk/tkま
で の 短 い準 備 期 間 をll'効な もの にす る こ と を 目的 と し,
南 極 観 測 に 関連 した 講 義 を行 う と と もに,各 種 の 情 報 提
供 と救 急,消 火 等の 実 技 訓 練 を実 施 した.
ま た,隊 員4ヤ員が ・堂 に会 す る数 少 な い 機 会 を利 用 し
て.自 然 の 中 での チ ー ム ワ ー クつ く[)や結1;門ご とに 分
か れ た分 科 会,検 討 会 が 夜 遅 く まで 行 わ れ た,
..-6
中村庶務課課長補佐死去
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国立極地研究所管理部庶務課課長補佐中村浩二氏には,
肝不全のため平成3年7月31日,53歳の若さで急逝され
ました.
同氏は,　Bff和38年6月東京工業大学に奉職,昭 和48年
9月に国立極地研究所発足と同時に事業部事業課業務係
長に転任 となり,以来,管 理部会計課用度係長,事 業部
事業課企画係長,管 理部庶務課庶務係長,同 課課長補佐
を歴任 され,国 立極地研究所の発展に尽力されました,
また,第18次南極地域観測隊夏隊に参加され,観測隊の
庶務担当として活躍されました.
ここに謹んで哀悼の意を表 し,皆様にお知 らせいたし
ます.
平成3年7月1日 付け人事異動
昇 任
教授研究系(超 高層物理学第一研究部門)
佐 藤 夏 雄(助教授研究系)
教授研究系(生 理生態学研究部門)
福 地 光 男(助 教授研究系)
昭和基地
観測隊だより
7月太陽が2カ 月ぶ りに戻り,日増 しに昼間が長くな
るにつれ隊員の士気も高揚 し基地内外での活動が活発に
なってきた.月 前半はブリザー ドが来襲 し7月の記録と
しては第1位 の強風(最大風速40.Om/s,最大瞬間風速
51.Om/s)とな り多 くの建物で雪の侵入が激 しかった他,
屋外に駐車 している雪上車が ドリフ トで相当埋まる等の
被害がでた.
後半はうって変わって静穏な日が続き,野外作業,野
外観測の再開のほか.航 空機の運航が30日に2カ 月半ぶ
りに再開された,
8月の初めにはブリザー ド来襲時に8月 としては過去
最高の一3.9℃を記録する暖かさであった.気 温が次第
に低下 し下旬 には今年最低の一38.1℃を記録 したが,
冬明けの日射 しも日毎に強 くなるとともに全般的に穏や
かな天候に恵まれて基地内外の活動は活況を呈 し,基地
運営,観 測ともに順調に経過 した.
野外観測としては,冬明け最初の長期観測旅行である
海氷海洋観測が行われた他,9月 に予定 されている南極
周回気球(PPB)3号機の打ち上げ準備作業や内陸旅行に
使用する雪上車,樋 の整備を開始 した.
あすか観測拠点
7月は前半は悪天候が続き,ブ リザー ドが絶え間なく
到来し外作業はほとんどできない状態であったため屋内
作業に従事 した.後半は天候が回復 し,24[-1に2カ月ぶ
りに太陽が地平線から顔を出 し基地内も活気を取 り戻 し
ている.天候の回復に伴い寒さの厳 しい中,屋 外作業が
活発に行われ,凍 傷になるwaflも目立ち始めた.
8月も前半はブリザードが絶え間なく到来したが,中
旬は天候にめ ぐまれて,予 定 していたメーニバ北端域の
定点にオーロ.ラ観測隊が出発 し良質のデータを取得した.
後半に予定 しているベストハウゲン方面への調査旅行
の準備やあすか観測拠点撤収に伴い,昭和基地に転送す
る物品のリスト作 りや帰国に向けての準備等を開始した:
一7
極 地 研 ニ ュ ー ス104
南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　〔℃)
最 高 気 温(Max,temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧　(Meanvapourpressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速 　(Gust>　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　ctoud　cover)　(1/10)
快 晴 日数　(Number　of　clear　days)
昭和 基 地
(Syowa:89532)
5月　 (May)
-11 .2
-3 .1
-29 .7
984.4
2,1
72.0
10.5
31.2(26.ENE)
43.9(23,E)
7.4
4
6月(Jun.)
一14.9
-4 .0
-3L8
992.2
あ す か観 測 拠点
(Asuku:89524)
5月 　 (May)
-21.0
-7 .0
-37.2
870.2
6月(Jun.)
一20.9
-13.4
-33.2
874.0
(station　pressure)
L6
72,0
7.ll3.314.0
36,9(24.NE)29.2(25,ESE)27,5(5.SE)
46.5(24,NE)37.4(25,ESE)34.1(5,SE)
6.4
7
【極地豆事典】
EXOS-Dのテ レメーター受信
1989年2月に30次隊によって多目的衛星デー
タ受信システムが完成されて以来,昭 和基地に
おいては科学衛星 「あけぼの」　(EXoS・D)の受
信観測が継続 されている.　EXOSD衛星は宇
宙科学研究所が打ち上げる超高層物理観測衛星
(EXOSシリーズ)の第4番 目の衛星で,約1
万kmの 高々度 にて磁場 ・電場 ・プラズマ波
動 ・オーロラ粒子 ・オーロラ画像等を観測する
8台の観測器を搭載し,オ ーロラの総合観測を
行っている.観 測結果は2台 のテレメータ装置
(UHF及びS・band)によって伝送されてお り新
受信 システムで はこれ らの内,　S・bandテレ
メータの受信が行われている.
さて昭和基地における受信であるが,衛 星は
楕円軌道を持 っているため遠地点が南半球に来
ると,一 日8周する軌道のすべてを昭和基地で
受信することとな り,休む暇なく受信観測作業
が続 くことになる.最新の技術 を導入 した受信システムは衛星受信に際しての煩雑な作業の大部分を自動的にやっ
てのけるが,シ ステムの初期設定,受 信データ確認,受 信データ記録などは毎軌道ごとに確実に行われなければな
らない.昼 夜や基地生活の都合など一切おかまいなしにやって くるEXOS・D衛星の受信観測はこれまでの昭和基
地では経験の無かった全く新 しいタイプの仕事となっている.
図は昭和基地にて得られたオーロラに伴うプラズマ波動観測例.(東北大学理学部協力)
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